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参考１．クロス集計結果【住民アンケート】
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◆居住地別年齢で、大衡村は他の地区と比べ、50代以上の回答割合が多い。
◆居住地別職業は、大衡村における学生からの回答数が多い傾向。
◆居住地別性別では属性の偏りはない。

※四捨五入の関係で構成比の合計が100%にならない場合がある。

住民アンケート 属性別分析１ 居住地別 3
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4%

4%

4%

4%

9%

10%

13%

21%

11%

12%

16%

16%

22%

16%

26%

22%

20%

28%

22%

31%

30%

29%

15%

18%

30%

19%

18%

17%

7%

27%

18%

0.9%

0.2%

0.4%

3.3%

54.5%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大衡村

大崎市

大和町

その他

無回答

合計

１０～２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上 無回答

41%

41%

42%

56%

5%

41%

7%

8%

9%

21%

9%

9%

12%

10%

9%

9%

11%

15%

8%

8%

1%

8%

0.4%

0.1%

0.1%

0.1%

7%

6%

8%

2%

7%

14%

19%

17%

5%

27%

18%

5%

5%

5%

3%

5%

2%

1%

2%

4%

59%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大衡村

大崎市

大和町

その他

無回答

合計

会社員 公務員 自営業 農業 学生 主婦 無職 その他 無回答

76%

77%

79%

73%

32%

77%

23%

22%

20%

23%

9%

22%

1%

0.7%

0.8%

3%

59%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大衡村

大崎市

大和町

その他

無回答

合計

男性 女性 無回答

N= 701

N= 5,412

N= 1,571

N= 184

N= 22

N= 7,890

N= 701

N= 5,412

N= 1,571

N= 184

N= 22

N= 7,890

N= 701

N= 5,412

N= 1,571

N= 184

N= 22

N= 7,890

【居住地×年齢】

【居住地×性別】

【居住地×職業】



7%

7%

7%

10%

9%

10%

15%

9%

69%

64%

69%

68%

70%

70%

25%

69%

22%

24%

21%

18%

20%

19%

15%

20%

2%

4%

3%

3%

1%

0.9%

15%

2%

0.4%

30.0%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０～２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代～

無回答

合計

大衡村 大崎市 大和町 その他 無回答

◆年齢別居住地は、50代や70代以上で大衡村の割合がやや多く、大和町では30代の割合が多い傾向。
◆年齢別職業は、20代～50代の5割以上が会社員。
◆年齢別性別では、年代が上がるほど女性の割合が少ない傾向。

※四捨五入の関係で構成比の合計が100%にならない場合がある。

住民アンケート 属性別分析２ 年齢別 4

【年齢×居住地】

【年齢×性別】

【年齢×職業】

N= 289

N= 867

N= 1,230

N= 1,713

N= 2,349

N= 1,402

N= 40

N= 7,890

N= 289

N= 867

N= 1,230

N= 1,713

N= 2,349

N= 1,402

N= 40

N= 7,890

N= 289

N= 867

N= 1,230

N= 1,713

N= 2,349

N= 1,402

N= 40

N= 7,890



※四捨五入の関係で構成比の合計が100%にならない場合がある。

住民アンケート 属性別分析３ 職業別 5

【職業×居住地】

【職業×性別】

【職業×年齢】

N= 3,252

N= 680

N= 863

N= 653

N= 10

N= 525

N= 1,416

N= 367

N= 124

N= 7,890

◆職業別居住地は、農業や学生で大衡村の割合が比較的多い。大崎市では自営業、大和町では主婦がやや多い。
◆職業別年齢は、自営業や農業で60代以上の割合が多い。
◆職業別性別は、会社員、公務員、自営業、農業の約8割以上が男性。

N= 3,252

N= 680

N= 863

N= 653

N= 10

N= 525

N= 1,416

N= 367

N= 124

N= 7,890

N= 3,252

N= 680

N= 863

N= 653

N= 10

N= 525

N= 1,416

N= 367

N= 124

N= 7,890



住民アンケート 利用頻度･移動手段･利用目的別分析１ 居住地別

◆居住地別利用頻度は、大衡村の約8割以上が週に数回程度以上利用する傾向。
◆居住地別移動手段は、居住地によらず自動車・バイクが8割以上と多い。
◆居住地別利用目的は、大衡村で通勤、通学、通院の割合が多く、大崎市と大和町は観光・レジャーが多い傾向。
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【居住地×利用頻度】

【居住地×利用目的】 ※複数回答

【居住地×移動手段】 ※複数回答

N= 701

N= 5,412

N= 1,571

N= 184

N= 22

N= 7,890

N= 873

N= 5,685

N= 1,628

N= 186

N= 18

N= 8,390

N= 1,706

N= 8,802

N= 2,403

N= 253

N= 31

N= 13,195

※四捨五入の関係で構成比の合計が100%にならない場合がある。



住民アンケート 利用頻度･移動手段･利用目的別分析２ 年齢別

◆年齢別利用頻度は、年代が上がるほど週に数回程度以上利用する割合が少なくなる傾向。
◆年齢別移動手段は、30代～70代以上で自動車・バイクが9割以上と多い。
◆年齢別利用目的は、年代によらず私用が約4割を占めるものの、仕事で40代～60代が約2割とやや多い傾向。

※四捨五入の関係で構成比の合計が100%にならない場合がある。
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【年齢×利用頻度】

【年齢×利用目的】 ※複数回答

【年齢×移動手段】 ※複数回答

N= 289

N= 867

N= 1,230

N= 1,713

N= 2,349

N= 1,402

N= 40

N= 7,890

N= 303

N= 901

N= 1,286

N= 1,783

N= 2,481

N= 1,599

N= 37

N= 8,390

N= 485

N= 1,460

N= 2,156

N= 2,915

N= 3,907

N= 2,219

N= 53

N= 13,195



住民アンケート 利用頻度･移動手段･利用目的別分析３ 職業別

◆職業別利用頻度は、特に会社員や学生が週に数回程度以上利用する傾向。
◆職業別移動手段は、職業によらず自動車・バイクが9割程度と多い。
◆職業別利用目的は、自営業での仕事による利用がやや多い傾向。

※四捨五入の関係で構成比の合計が100%にならない場合がある。
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【職業×利用頻度】

【職業×利用目的】 ※複数回答

【職業×移動手段】 ※複数回答

N= 3,252

N= 680

N= 863

N= 653

N= 10

N= 525

N= 1,416

N= 367

N= 124

N= 7,890

N= 3,405

N= 700

N= 919

N= 732

N= 10

N= 563

N= 1,553

N= 389

N= 119

N= 8,390

N= 5,640

N= 1,153

N= 1,446

N= 1,131

N= 12

N= 805

N= 2,219

N= 607

N= 182

N= 13,195



◆移動手段別利用頻度は、徒歩の約8割以上が週に数回程度以上利用する傾向。
◆利用頻度別利用目的は、週に数回程度利用で仕事がやや高い傾向。
◆利用目的別利用頻度は、通院での5割が週に数回程度以上利用している傾向。
◆移動手段別利用目的は、徒歩で通院する割合がやや高い傾向。

住民アンケート その他集計１ 利用頻度・利用目的 9

N= 7,581

N= 219

N= 140

N= 348

N= 102

N= 7,890

N= 3,174

N= 2,400

N= 6,052

N= 1,509

N= 46

N= 14

N= 13,195

N= 1,571

N= 97

N= 1,005

N= 3,060

N= 4,829

N= 1,995

N= 638

N= 7,890

N= 12,807

N= 489

N= 431

N= 762

N= 165

N= 13,195

【利用目的×利用頻度】 ※複数回答

※四捨五入の関係で構成比の合計が100%にならない場合がある。

【移動手段×利用頻度】 ※複数回答 【利用頻度×利用目的】 ※複数回答

【移動手段×利用目的】 ※複数回答

※複数回答同士の合計値は、凡例項目の総回答数の集計とした。



◆利用頻度別移動手段は、利用頻度が高いほど徒歩の割合が多い。
◆利用目的別移動手段は、通学の約4割で自転車、徒歩、バスが多い傾向。

※四捨五入の関係で構成比の合計が100%にならない場合がある。

住民アンケート その他集計２ 移動手段 10

【利用頻度×移動手段】 ※複数回答 【利用目的×移動手段】 ※複数回答

N= 1,726

N= 1,437

N= 3,920

N= 1,245

N= 52

N= 10

N= 8,390

N= 1,735

N= 152

N= 1,230

N= 3,368

N= 5,262

N= 2,177

N= 730

N= 8,390

※複数回答同士の合計値は、凡例項目の総回答数の集計とした。



住民アンケート 第１回意見聴取結果の妥当性分析１

◆居住地別妥当性は、いずれの居住地でも9割以上が「妥当だと思う」「どちらかというと妥当だと思う」と回答。
◆年齢別妥当性は、10～60代で9割以上が「妥当だと思う」「どちらかというと妥当だと思う」と回答。
◆利用頻度別妥当性は、利用したことがなくても約7割が「妥当だと思う」「どちらかというと妥当だと思う」と回答。
◆移動手段別妥当性は、いずれの利用手段でも「妥当だと思う」「どちらかというと妥当だと思う」の割合が8割以上。
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75%

72%

70%

76%

55%

72%

16%

20%

22%

17%

23%

20%

2%

1%

1%

1%

1%

0.7%

0.8%

1%

2%

0.8%

5%

4%

5%

3%

4%

2%

2%

2%

1%

23%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大衡村

大崎市

大和町

その他

無回答

合計

妥当だと思う どちらかというと妥当だと思う

どちらかと言うと妥当だと思わない 妥当だと思わない

どちらとも言えない 無回答

71%

76%

76%

72%

72%

65%

65%

72%

21%

18%

18%

21%

20%

22%

13%

20%

2%

0.7%

0.4%

0.9%

1%

2%

3%

1%

2%

0.6%

1%

1%

0.5%

1%

0.8%

4%

4%

4%

4%

4%

6%

3%

4%

0.3%

0.9%

0.8%

1%

2%

3%

18%
2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０～２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代～

無回答

合計

妥当だと思う どちらかというと妥当だと思う

どちらかと言うと妥当だと思わない 妥当だと思わない

どちらとも言えない 無回答

81%

76%

71%

57%

49%

61%

72%

12%

17%

22%

28%

18%

6%

20%

1%

1%

1%

1%

4%

6%

1%

1%

0.7%
0.7%

1%

4%

0.8%

3%

3%

4%

11%

21%

4%

2%

2%

2%

2%

5%

28%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日

週に数回程度

月に数回程度

ほとんど利用しない

利用したことがない

無回答

合計

妥当だと思う どちらかというと妥当だと思う

どちらかと言うと妥当だと思わない 妥当だと思わない

どちらとも言えない 無回答

N= 701

N= 5,412

N= 1,571

N= 184

N= 22

N= 7,890

N= 1,535

N= 1,356

N= 3,729

N= 1,195

N= 57

N= 18

N= 7,890

N= 289

N= 867

N= 1,230

N= 1,713

N= 2,349

N= 1,402

N= 40

N= 7,890

【居住地×妥当性】 【年齢×妥当性】

N= 7,581

N= 219

N= 140

N= 348

N= 102

N= 7,890

※四捨五入の関係で構成比の合計が100%にならない場合がある。

【利用頻度×妥当性】 【移動手段×妥当性】 ※複数回答

※複数回答同士の合計値は、凡例項目の総回答数の集計とした。



住民アンケート 第１回意見聴取結果の妥当性分析２ 12

N= 1,571

N= 97

N= 1,005

N= 3,060

N= 4,829

N= 1,995

N= 638

N= 7,890

N= 6,650

N= 3,967

N= 4,141

N= 2,061

N= 1,244

N= 1,761

N= 866

N= 651

N= 666

N= 1,384

N= 79

N= 7,890

【利用目的×妥当性】

【重視する項目×妥当性】 ※複数回答

◆利用目的別妥当性は、利用目的によらず9割以上が「妥当だと思う」「どちらかというと妥当だと思う」と回答。
◆重視する項目別妥当性は、いずれの項目でも9割程度以上が「妥当だと思う」「どちらかというと妥当だと思う」と
回答。

※四捨五入の関係で構成比の合計が100%にならない場合がある。
※複数回答同士の合計値は、凡例項目の総回答数の集計とした。



住民アンケート 重視する項目分析１

◆居住地別の重視する項目は、大衡村で歩行空間の確保、沿道への出入りしやすさ、生活環境への影響の割合が多い。
◆年齢別の重視する項目は、年代が若いほど交通事故が少なく安全に走行出来ることの割合が多く、年代が上がるほ
ど歩行空間の確保の割合が多い傾向。

◆利用頻度別の重視する項目は、頻度によらず概ね同じ傾向。
◆移動手段別の重視する項目は、徒歩で歩行空間の確保や沿道への出入りしやすさの割合がやや多い傾向。
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27%

29%

28%

29%

23%

28%

15%

17%

16%

19%

11%

17%

15%

18%

18%

21%

14%

18%

10%

9%

9%

8%

9%

9%

6%

5%

6%

3%

9%

5%

8%

8%

7%

6%

5%

8%

4%

4%

4%

3%

9%

4%

6%

2%

3%

2%

5%

3%

5%

3%

3%

2%

7%

3%

4%

6%

6%

6%

7%

6%

0.2%

0.4%

0.3%

0.9%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大衡村

大崎市

大和町

その他

無回答

合計

30%

29%

29%

29%

28%

27%

28%

28%

19%

19%

19%

17%

16%

16%

13%

17%

17%

19%

19%

18%

17%

16%

16%

18%

6%

8%

8%

10%

9%

9%

9%

9%

4%

4%

3%

5%

6%

7%

8%

5%

9%

7%

7%

7%

7%

9%

8%

8%

4%

3%

3%

3%

4%

4%

5%

4%

3%

3%

2%

2%

3%

3%

2%

3%

2%

2%

3%

3%

3%

3%

4%

3%

4%

5%

6%

6%

6%

5%

5%

6%

0.7%

0.6%

0.4%

0.3%

0.3%

0.2%

1%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０～２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代～

無回答

合計

29%

29%

28%

27%

21%

28%

28%

17%

17%

17%

17%

17%

9%

17%

19%

19%

17%

17%

9%

19%

18%

8%

9%

9%

9%

12%

12%

9%

5%

6%

5%

5%

5%

7%

5%

7%

7%

8%

9%

12%

7%

8%

3%

3%

4%

4%

6%

5%

4%

4%

3%

2%

2%

3%

5%

3%

3%

2%

3%

3%

5%

5%

3%

5%

5%

7%

6%

8%

5%

6%

0.4%

0.2%

0.4%

0.3%

1%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日

週に数回程度

月に数回程度

ほとんど利用しない

利用したことがない

無回答

合計

N= 2,109

N= 16,103

N= 4,662

N= 540

N= 56

N= 23,470

N= 4,628

N= 4,044

N= 11,138

N= 3,462

N= 155

N= 43

N= 23,470

N= 854

N= 2,603

N= 3,658

N= 5,093

N= 6,983

N= 4,180

N= 99

N= 23,470

N= 22,604

N= 665

N= 411

N= 1,044

N= 304

N= 23,470

【居住地×重視する項目】 ※複数回答

【利用頻度×重視する項目】 ※複数回答

【年齢×重視する項目】 ※複数回答

【移動手段×重視する項目】 ※複数回答

交通混雑が緩和すること 交通事故が少なく安全に走行できること 東北自動車道通行止め時の渋滞が緩和されること

歩道及び歩道幅員が確保されること 産業の活性化に繋がること 救急搬送が早く円滑であること

自然環境への影響が小さいこと 沿道施設への出入りがしやすいこと 生活環境への影響が少ないこと

建設費が安いこと その他 ※四捨五入の関係で構成比の合計が100%にならない場合がある。
※複数回答同士の合計値は、凡例項目の総回答数の集計とした。



住民アンケート 重視する項目分析２ 14

N= 4,847

N= 308

N= 3,146

N= 9,474

N= 14,882

N= 6,174

N= 1,958

N= 23,470

N= 12,082

N= 3,417

N= 211

N= 153

N= 713

N= 244

N= 23,470

【利用目的×重視する項目】 ※複数回答 【妥当性×重視する項目】 ※複数回答

交通混雑が緩和すること 交通事故が少なく安全に走行できること 東北自動車道通行止め時の渋滞が緩和されること

歩道及び歩道幅員が確保されること 産業の活性化に繋がること 救急搬送が早く円滑であること

自然環境への影響が小さいこと 沿道施設への出入りがしやすいこと 生活環境への影響が少ないこと

建設費が安いこと その他

◆利用目的別の重視する項目は、通勤で交通混雑の緩和や東北道通行止め時の渋滞緩和の割合が多い傾向。
◆妥当性別の重視する項目は、妥当だと思うと回答した方ほど交通混雑の緩和や交通事故の減少の割合が多い。

※四捨五入の関係で構成比の合計が100%にならない場合がある。

※複数回答同士の合計値は、凡例項目の総回答数の集計とした。



参考２．クロス集計結果【企業・団体アンケート】
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◆業種別の重視する項目は、業種によらず交通混雑の緩和が約3～4割であり、物流業・農業・公共交通機関では東北道通

行止め時の渋滞緩和の割合がやや高い傾向。

◆利用目的別の重視する項目は、目的によらず交通混雑の緩和が約3割であり、観光・レジャーでは交通事故、仕事では
東北道通行止め時の渋滞緩和の割合がやや高い傾向。

◆利用頻度別の重視する項目は、利用頻度が高いほど交通混雑の緩和、交通事故の減少、東北道通行止め時の渋滞緩和の
割合が多い傾向。

企業・団体アンケート 重視する項目分析１ 16

N= 177

N= 83

N= 13

N= 9

N= 12

N= 3

N= 6

N= 9

N= 312

N= 114

N= 9

N= 30

N= 96

N= 231

N= 6

N= 312

N= 161

N= 51

N= 61

N= 36

N= 3

N= 312

【業種×重視する項目】 ※複数回答 【利用目的×重視する項目】 ※複数回答

【利用頻度×重視する項目】

※四捨五入の関係で構成比の合計が100%にならない場合がある。
※複数回答同士の合計値は、凡例項目の総回答数の集計とした。


